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評価結果の総合所見 

本課題は、自閉症など発達障害リスクを抱える児の言葉の発達を促すべく、幼児の興味・こだわりに

対応した「デジタルおもちゃ」をスマホ等によりテーラーメードで即時作製するもので、専門医が身近に

いなくても自宅で親子が遊びながら行える、自宅体験型療育デジタル・セラピーの実現を目指すもので

ある。 

概ね目標を達成し、次の研究開発フェーズ移行に必要な成果が得られた。今後の取り組み次第で

は企業との共同研究に繋がる可能性がある。 

当初から社会実装を意識して研究開発を進めており、必要な知財の確保、並びに社会実装の際の

提携先候補の企業と既に検討を行っている点は評価できる。今後は、多施設医療機関・自治体・療育

事業所等と協力して、さらに大規模な有効性検証を期待する。 
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